Activities of Migrants from Xiyu (the Western Regions) to Tang : An Analysis of Newly-found Epitaphs of the Qarluq Cigil Tribe by 栄 新江 & 田 衛衛[訳]





























































　　玄冥封域、烏丸苗裔。嚮化稱臣、策名謁      帝。糾糾龍驤、副臨節制。昂昂武賁、式
司羽衛。報國忠公、承家繼世。      上天不吊、哲人云亡。合袝元吉、終然允臧。鸞昔孤瘞、
劍今雙藏。寘銘翠石、頌德玄堂。古原之上、松柏蒼蒼。
　2007 年 10 月下旬、筆者は西安碑林学会に出席した機会を借りて、長安区博物館を参観し、館
長の穆暁軍氏の厚意により新発見である熾俟弘福の長子熾俟辿の墓誌を調査する機会を得た。こ
れは哥邏祿首領であり、筆者はかつて新獲トルファン出土文書に記された哥邏祿部落破散問題を
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〈 100 〉新出墓誌から見る入唐西域人の活動　　哥邏祿熾俟氏家族を中心として（栄）
註
（ 1）図版は『隋唐五代墓誌匯編』陜西巻第 3冊、天津：天津古籍出版社、1991 年、161 頁を参照。録文
は吳鋼主編『全唐文補遺』第 2冊、西安：三秦出版社、1995 年、22 頁；周紹良・趙超主編『唐代




（ 3）西安市長安博物館編『長安新出墓誌』、北京：文物出版社、2011 年、188-189 頁。
（ 4）榮新江「新出吐魯番文書所見唐龍朔年間哥邏祿部落破散問題」（沈衛榮主編『西域歷史語言研究集
刊』第 1輯、北京、科學出版社、2007 年）、12-44 頁。榮新江撰、西村陽子訳「新出吐魯番文書に
見える唐龍朔年間の哥邏祿部落破散問題」（『内陸アジア言語の研究』XXIII（森安孝夫教授還暦記
念特集号）、2008 年）、59-77 頁。
（ 5）陝西師範大學主催「長安學與古代都城國際學術研討會」（西安、2014 年 11 月 24-27 日）に提出した
論文であり、未発表。
（ 6）『隋書』巻八四、北京：中華書局、1973 年、1879 頁。そのうちの断句は「薄落職・乙咥・蘇婆・那
曷」の誤りである。
（ 7）『舊唐書』巻一九四下「突厥傳」下、北京：中華書局、1975 年、5186 頁。












福墓誌」の出現によってその論証が正しかったことが証明された。P. Pelliot, “Neuf notes sur des 
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専修大学古代東ユーラシア研究センター年報　第 3号　2017年3月〈 101 〉
（22）石見清裕「唐代『沙陀公夫人阿史那氏墓誌』譯注・考察」、『村山吉廣教授古稀記念中國古典文學論
集』、東京：汲古書院、2000 年、376-377 頁。




『環東アジア研究センター年報』第 1号、新澙大学、2006 年 3 月、11 頁を参照。詳細な研究は Yutaka 







（28）『全唐文補遺』第 1輯、西安：三秦出版社、1994 年、282-286 頁。何文哲についての詳しい討論は、
下の論文を参照：魏光「何文哲墓誌考略」、『西北史地』1984 年第 3期、盧兆蔭「何文哲墓誌考釋
――兼談隋唐時期在中國的中亞何國人」、『考古』1986 年第 9期、841-848 頁、李鴻賓「論唐代宮廷
內外的胡人侍衛――從何文哲墓誌銘談起」、『中央民族大学学報』1996 年第 6期、39-44 頁。







（35）「李思摩墓誌」、『全唐文補遺』第 3輯、西安：三秦出版社、1996 年、338-339 頁。下の論文を参照：
岳紹輝「唐“李思摩墓誌”考釋」、『碑林集刊』三、西安：陝西人民美術出版社、1995 年、51-59 頁；
鈴木宏節「突厥阿史那思摩系譜考――突厥第一可汗國の可汗系譜と唐代オルドスの突厥集團」、『東
洋學報』巻 87 1 号、2005 年、37-68 頁；艾沖「唐太宗朝突厥族官員阿史那思摩生平初探――以〈李






（39）『全唐文補遺』第 7輯、西安：三秦出版社、2000 年、58 頁。
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爾干到長安――粟特人在中國的文化遺跡』、北京：北京圖書館出版社、2004 年、137 頁。
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